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すまいる情報チャンネル 季節を暮らしのエッセンスに
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1

豊科支所移転のお知らせ
　当JA は、JA あづみ長期構想・2022-2024 3カ年計画に基づき、現本所構内に新本所並びに
豊科支所の建設工事を進めています。工事に伴い、現豊科支所は新本所内に移転いたします。な
お、豊科地域営農センターと支所に併設するATMは移転せず今まで通りご利用いただけます。
　ご利用者のみなさまにはご不便をおかけいたしますが、今後とも変わらぬご支援・ご愛顧を
賜りますようお願い申し上げます。以下に概要をお知らせいたします。

【移転する豊科支所の概要】

移 転 日 令和 6 年 10 月 28 日（月）

現 住 所 安曇野市豊科 2400

新 住 所 安曇野市豊科 4270-6　（新本所１階）

最 終 営 業 日 令和 6 年 10 月 25 日（金）※窓口業務 13：00 まで

移 転 先 営 業 日 令和 6 年 10 月 28 日（月）※窓口業務  9：00 ～

【本件についてのお問い合わせ先】
『豊科支所 ☎ 0263-72-2840』『総務開発事業部総務課 ☎ 0263-72-2930』

第
３
代
代
表
理
事
組
合
長

　
　
　

鰐
川
喜
和
門
氏
ご
逝
去

　

当
Ｊ
Ａ
の
元
代
表
理
事
組
合
長
を
つ

と
め
た
鰐
川
喜
和
門
氏
が
、7
月
31
日
、

病
気
療
養
中
の
と
こ
ろ
90
歳
で
永
眠
さ

れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、
心
よ
り
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

鰐
川
氏
は
、
昭
和
54
年
、
当
Ｊ
Ａ
の

理
事
に
初
選
出
。
昭
和
63
年
よ
り
専
務

理
事
、平
成
6
年
に
副
理
事
長
を
経
て
、

平
成
8
年
に
は
第
3
代
あ
づ
み
農
業
協

同
組
合
理
事
長
に
就
任
さ
れ
、
平
成
15

年
よ
り
代
表
理
事
組
合
長
の
要
職
に
就

か
れ
ま
し
た
。
平
成
17
年
に
勇
退
す
る

ま
で
の
間
、
組
合
員
の
営
農
と
生
活
を

守
り
、
地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

　

と
り
わ
け
新
食
糧
法
施
行
後
の
土
地

利
用
型
農
業
の
再
構
築
に
向
け
、
農
業

部
門
の
本
所
機
能
を
安
曇
野
市
堀
金
の

広
域
営
農
セ
ン
タ
ー
に
集
約
し
、
旧
町

村
単
位
に
地
域
営
農
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
た
こ
と
や
、
農
村
の
高
齢
化
社
会
の

到
来
を
見
据
え
、
迅
速
に
福
祉
事
業
へ

参
入
す
る
な
ど
、
強
靭
な
体
質
を
持
つ

信
頼
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
づ
く
り
に
邁
進
さ
れ

ま
し
た
。

　

平
成
13
年
に

は
Ｊ
Ａ
長
野
中

央
会
よ
り
緑
色

功
労
賞
、
平
成

14
年
に
は
Ｊ
Ａ

全
中
よ
り
農
業

協
同
組
合
功
労

表
彰
（
緑
綬
）、

平
成
17
年
に
は

農
業
協
同
組
合

功
労
表
彰
（
紅

綬
）
の
顕
彰
を

受
け
ま
し
た
。

※本所・豊科支所の ATM は 10月25日（金）13：00～26日（土）13：00 までシステム入替のため取扱停
止となります。
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視
察
研
修
旅
行
は
、
組
織
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
意
識
と
知

識
の
向
上
を
図
り
、
部
員
間
の

交
流
を
通
じ
て
女
性
組
織
の
更

な
る
活
性
化
を
目
指
し
、
毎
年

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

初
日
は
、
Ｊ
Ａ
大
北
の
本
所

で
女
性
部
と
の
交
流
会
を
開
き

ま
し
た
。
午
前
は
混
合
チ
ー
ム

に
分
か
れ
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
で

得
点
を
競
い
、
午
後
は
意
見
交
換
を
し
ま

し
た
。

　

意
見
交
換
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
が

抱
え
る
課
題
や
悩
み
な
ど
を
話
し
合
い
ま

し
た
。
共
通
し
た
意
見
と
し
て
「
若
い
世

代
の
加
入
が
な
い
こ
と
」「
部
員
の
脱
退

が
増
え
て
い
る
こ
と
」
が
挙
げ
ら
れ
た
ほ

か
、
好
評
だ
っ
た
企
画
や
活
動
、
加
入
を

続
け
る
理
由
な
ど
を
発
表
し
、
忌
憚
の
な

い
意
見
交
換
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
大
北
の
降
旗
貞
子
女
性
部
長
は
「
女

性
部
で
の
活
動
を
ど
の
よ
う
に
日
常
に
落
と

し
込
ん
で
い
る
か
な
ど
、
た
い
へ
ん
貴
重
な

話
が
聞
け
た
。こ
の
先
も
交
流
を
続
け
た
い
」

と
意
気
込
み
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
天
然
水
の
製
造
工
場
を
見
学
。

シ
ア
タ
ー
ル
ー
ム
や
天
然
水
が
で
き
る
ま
で

の
過
程
を
体
感
で
き
る
展
示
の
ほ
か
、
展
望

台
テ
ラ
ス
か
ら
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ラ
ベ
ル
に

も
描
か
れ
て
い
る
餓
鬼
岳
を
含
め
た
北
ア
ル

プ
ス
の
山
々
を
眺
め
て
記
念
撮
影
。
Ｊ
Ａ
大

北
の
農
産
物
直
売
所
「
え
え
っ
こ
の
里
」
で

は
、
野
菜
や
果
物
な
ど
地
場
産
の
農
産
物
の

買
い
物
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

矢
口
美
智
子
部
長
は
「
部
員
同
士
の
親
睦

や
交
流
を
深
め
る
機
会
と
な
っ
た
。
交
流
会

で
は
、
同
じ
よ
う
な
悩
み
を
共
有
し
、
学
ぶ

こ
と
が
多
か
っ
た
。今
後
も
交
流
を
続
け
て
、

Ｊ
Ａ
間
の
連
携
を
強
化
し
て
い
き
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

協
同
組
合
間
連
携
図
る

▲交流会に参加した部員のみなさん

▲スポーツ吹き矢で得点を競いました

▲北アルプスの山々をバックに記念
撮影

2 女性組織の活性化目指し視察研修旅行女性組織の活性化目指し視察研修旅行

　ＪＡあづみ女性部は７月 30 日から２日間、令和６年度女性部理事・食育委員会視察研修旅
行を開きました。部員やＪＡ職員ら約 20 人が参加。ＪＡ大北女性部との交流会のほか、大手
飲料メーカーの工場見学などを通じて、部員やＪＡ間の親睦を深めました。
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「
ふ
れ
あ
い
農
園
」
は
、
生
産
者

と
消
費
者
が
お
互
い
の
立
場
を
越
え

て
交
流
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
始
ま

り
、
30
周
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
ま

し
た
。
交
流
会
で
は
、
安
曇
野
市
堀

金
に
あ
る
農
園
に
集
ま
り
、
５
月
か

ら
栽
培
管
理
し
て
き
た
ナ
ス
や
ズ
ッ

キ
ー
ニ
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
ス
イ
カ
な

ど
約
10
種
類
の
農
産
物
を
収
穫
。
そ

の
後
、
同
市
堀
金
に
あ
る
キ
ャ
ン
プ

場
に
移
動
し
、
採
れ
た
て
の
野
菜
や

Ａ
コ
ー
プ
の
豚
肉
な
ど
の
ほ
か
、
早

朝
５
時
か
ら
準
備
し
て
い
た
46
キ
ロ
の
豚
の
丸

焼
き
を
味
わ
い
ま
し
た
。
農
園
で
採
れ
た
野
菜

以
外
は
女
性
部
員
が
持
ち
寄
り
、
下
処
理
を
し

て
提
供
し
ま
し
た
。

　

娘
夫
婦
と
参
加
し
た
松
本
市
寿
中
の
縣
隆
雄

さ
ん
は
「
立
派
に
育
っ
た
農
産
物
に
感
謝
し
た

い
」
と
し
、
ふ
れ
あ
い
農
園
を
「
種
ま
き
か
ら

収
穫
す
る
ま
で
の
間
、
農
家
さ
ん
と
交
流
で
き

る
機
会
は
滅
多
に
な
い
。
貴
重
な
体
験
を
娘
夫

婦
や
孫
た
ち
と
味
わ
え
て
う
れ
し
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

　

矢
口
美
智
子
女
性
部
長
は
「
春
先
か
ら
野
菜

の
植
え
付
け
、
管
理
、
収
穫
ま
で
お
疲
れ
様
で

し
た
。
こ
う
し
て
収
穫
祭
を
開
け
た
こ
と
が
嬉

し
い
」
と
述
べ
、
百
瀬
謙
斗
副
部
長
は
「
引
き

続
き
、
収
穫
し
て
食
べ
る
楽
し
さ
を
伝
え
て
い

き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

収
穫
の
喜
び
分
か
ち
合
う

▲育てた農産物を収穫する参加者たち▲農園で収穫した農産物▲採れたての農産物に舌鼓

3 ふれあい農園 夏の収穫交流会開催ふれあい農園 夏の収穫交流会開催

　JAあづみ青壮年部や同JA女性部、同JA農政協議会、コープながのらが協力して運営する「ふ
れあい農園」は８月３日、夏の収穫交流会を開きました。同部員やJA 職員、コープながの組合員
家族など約50人が参加。畑で採れた農産物を味わい、収穫の喜びを分かち合いました。
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Hot Report

Ｊ
Ａ
あ
づ
み
花
き
専
門
委
員
会

は
、
安
曇
野
市
役
所
で
第
45
回
花
き

品
評
会
（
切
り
花
一
般
部
門
）
を
開

き
ま
し
た
。
管
内
生
産
者
19
人
が
、

10
品
目
１
３
７
点
の
切
り
花
を
出

品
。
花
き
専
門
家
４
人
が
入
賞
作
12

点
を
選
出
し
、
最
優
秀
賞
の
長
野
県

知
事
賞
に
は
太
田
明
久
さ
ん
の
小

菊
が
輝
き
ま
し
た
。

営
農
経
済
事
業
部
農
産
課
に
よ

る
と
、
令
和
６
年
は
小
菊
や
ア
ス
タ
ー
な
ど
、

盆
花
の
開
花
が
例
年
よ
り
も
早
く
、
盆
花
の
出

品
点
数
が
増
加
。
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
は
、
ボ
リ

ュ
ー
ム
が
あ
り
発
色
の
良
い
作
品
が
数
多
く
出

品
さ
れ
、
見
応
え
の
あ
る
豪
華
な
品
評
会
と
な

り
ま
し
た
。

審
査
に
は
松
本
農
業
農
村
支
援
セ
ン
タ
ー
や

Ｊ
Ａ
全
農
長
野
な
ど
４
人
が
参
加
。
草
姿
や
形

状
、
病
害
虫
に
よ
る
傷
害
の
有
無
、
芽
か
き
な

ど
の
栽
培
管
理
が
正
し
く
行
わ
れ
て
い
る
か
な

ど
を
審
査
し
ま
し
た
。

同
品
評
会
は
管
内
の
花
き
園
芸
事
業
の
総
合

的
発
展
振
興
の
た
め
、
生
産
物
を
一
堂
に
展
示

し
、
商
品
性
の
追
求
と
栽
培
技
術
の
向
上
を
目

指
し
、
優
良
栽
培
農
家
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

受
賞
者
は
令
和
７
年
３
月
開
催
予
定
の
令
和
６

年
度
花
き
専
門
委
員
会
総
会
で
表
彰
し
ま
す
。

塚
田
高
裕
委
員
長
は
「
市
役
所
で
開
催
し
た

こ
と
で
安
曇
野
で
も
多
彩
な
花
が
作
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
え
る
機
会
に
な
っ
た
」

と
強
調
し
ま
し
た
。

入
賞
者
は
次
の
通
り
。か
っ
こ
内
は
地
区
名
。（
敬
称
略
）

▽
優
秀
賞
＝
手
塚
佳
一（
三
郷
）、唐
澤
秀
昭

（
堀
金
）▽
優
良
賞
＝
小
林
寿
次（
堀
金
）、太
田

明
久（
堀
金
）▽
金

賞
＝
望
月
勝
志（
穂

高
）、塚
田
高
裕（
堀

金
）、北
林
秀
明（
堀

金
）、矢
口
博
茂（
堀

金
）▽

敢
闘
賞
＝
丸
山

眞
登（
豊
科
）、
栗
原

郁
雄（
穂
高
）、
吉
田

雪
子（
穂
高
）

安
曇
野
市
三
郷
の
小
倉
選
果
所
で
桃
の
主
力
品

種
「
あ
か
つ
き
」
と
「
白
鳳
」
を
初
出
荷
し
ま
し
た
。

令
和
６
年
産
は
、
昼
夜
の
寒
暖
差
に
よ
り
着
色
も
よ

く
、
糖
度
が
乗
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
ま
で
に
持
ち
込
ま
れ
た
新
鮮
な
桃
を
選

果
員
や
Ｊ
Ａ
職
員
が
色
や
形
、
傷
の
有
無
な
ど
を
一

つ
一
つ
確
認
な
が
ら
選
別
。
秀
・
優
の
２
等
級
に
分

け
て
箱
詰
め
し
、
１
２
０
ケ
ー
ス
（
１
㌜
＝
５
㌔
）

を
県
内
市
場
に
出
荷
し
ま
し
た
。

金
融
共
済
事
業
部
共
済
課
は
、
安

曇
野
ス
イ
ス
村
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
で

「
Ｊ
Ａ
あ
づ
み
こ
ど
も
く
ら
ぶ
夏
ま

つ
り
」
を
開
き
、
管
内
在
住
の
く
ら

ぶ
会
員
９
家
族
34
人
が
参
加
し
ま

し
た
。「
こ
ど
も
く
ら
ぶ
」
は
、
子

育
て
中
の
母
親
と
子
ど
も
を
応
援

し
な
が
ら
、
Ｊ
Ａ
に
親
し
ん
で
も
ら

お
う
と
独
自
に
取
り
組
ん
で
い
る
活
動
で
す
。

夏
ま
つ
り
で
は
、
く
じ
引
き
や
じ
ゃ
ん
け
ん

大
会
を
実
施
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
描
か
れ
た
パ

ズ
ル
や
砂
場
セ
ッ
ト
な
ど
の
景
品
が
当
た
っ
た

子
供
達
は
大
喜
び
。
Ｊ
Ａ
職
員
が
作
っ
た
か
き

氷
や
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
を
食
べ
な
が
ら
、
親
子

で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

同
部
の
山
口
純
次

長
は
「
地
域
住
民
に

楽
し
ん
で
も
ら
え
る

活
動
を
こ
れ
か
ら
も

企
画
す
る
。
12
月
に

は
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ

ン
ト
も
企
画
し
て
い

る
の
で
、
楽
し
み
に

し
て
い
て
ほ
し
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
あ
づ
み
菊
部
会
は
出
荷
最
盛
期
を
前
に
、
安

曇
野
市
堀
金
の
そ
菜
特
産
流
通
セ
ン
タ
ー
で
小
菊

出
荷
目
揃
い
会
を
開
き
ま
し
た
。

部
会
員
や
Ｊ
Ａ
職
員
約
10
人
が
参
加
、
需
要
期
に

向
け
て
の
栽
培
管
理
や
販
売
情
勢
、
出
荷
規
格
を
確

認
し
ま
し
た
。

太
田
明
久
部
会
長
は
「
す
で
に
出
荷
は
始
ま
っ
て

い
る
が
、
こ
れ
か
ら
が
本
番
。
暑
さ
で
体
調
を
崩
さ

な
い
よ
う
気
を
つ
け
な
が
ら
、
品
質
に
自
信
を
も
っ
て
出
荷
し

て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

果
実
南
部
選
果
所
で
り
ん
ご
極
早
生
種
の
中
で
最

も
出
荷
量
の
多
い
「
シ
ナ
ノ
レ
ッ
ド
」
を
初
出
荷
し

ま
し
た
。令
和
６
年
産
は
、７
月
の
昼
夜
の
寒
暖
差
に

よ
り
着
色
が
進
み
、生
育
期
の
好
天
に
よ
り
甘
み
と

酸
味
の
メ
リ
ハ
リ
が
よ
く
、食
味
は
良
好
で
す
。

選
果
所
で
は
、選
果
員
11
人
が
手
作
業
で
１
個
ず

つ
傷
の
有
無
や
表
面
の
サ
ビ
、凹
み
な
ど
を
確
認
し

た
後
、セ
ン
サ
ー
で
色
や
大
き
さ
な
ど
を
判
定
。３
等

級
に
分
け
て
箱
詰
め
し
た
５
１
２
ケ
ー
ス
（
1
㌜
＝
10
㌔
）を

主
に
首
都
圏
や
中
京
、関
西
な
ど
の
市
場
に
向
け
出
荷
し
ま
し

た
。

第
45
回
花
き
品
評
会
開
催　

県
知
事
賞
に
太
田
明
久
さ
ん（
堀
金
）

桃
の
主
力「
あ
か
つ
き
」出
荷
始
ま
る　

食
味
抜
群
仕
上
が
り
良
好

こ
ど
も
く
ら
ぶ
夏
祭
り　

親
子
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
過
ご
す

小
菊
出
荷
目
揃
い
会
開
催　

出
荷
規
格
な
ど
確
認

夏
り
ん
ご「
シ
ナ
ノ
レ
ッ
ド
」初
出
荷　

甘
・
酸
バ
ラ
ン
ス
良
い
仕
上
が
り

8月
1日

8月
2日

7月
27日

7月
30日

8月
2日

▲色や傷、形を確認する選果員 ▲りんごを機械に流す選果員

▲景品を渡すJA職員㊧と参加者

▲規格を確認する部会員

▲審査員による厳正な審査が行われました
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Hot Report 注目・期待！！ あづみトピックス

小
倉
選
果
所
で
梨
の
早
生
種
「
幸
水
」を
初
出
荷
し

ま
し
た
。令
和
６
年
産
は
春
先
の
凍
霜
害
の
影
響
も
な

く
豊
作
基
調
。玉
伸
び
も
よ
く
食
味
良
好
で
、品
質
は

上
々
の
仕
上
が
り
。初
日
は
、選
果
し
た
２
２
２
ケ
ー
ス

（
㌜
＝
10
㌔
）を
関
東
の
生
協
に
「
シ
ャ
キ
ッ
と
便
」と

し
て
出
荷
し
ま
し
た
。「
幸
水
」は
８
月
29
日
頃
ま
で
出

荷
作
業
が
続
き
、中
生
種
の
「
豊
水
」は
９
月
15
日
か

ら
出
荷
が
始
ま
り
ま
す
。

三
郷
地
域
営
農
セ
ン
タ
ー
の
小
林
将
士
営
農
指
導
員
は
「
高
温

な
ど
の
異
常
気
象
が
続
き
、栽
培
に
苦
慮
し
て
い
る
が
、生
産
者
と

協
力
し
高
品
質
な
梨
を
届
け
た
い
」と
意
気
込
み
ま
し
た
。

有
明
出
張
所
と
穂
高
地
域
営
農
セ
ン
タ
ー
は
、
安

曇
野
市
の
同
営
農
セ
ン
タ
ー
構
内
で
毎
年
恒
例
「
第

12
回
有
明
地
区
夏
祭
り
」
を
開
き
ま
し
た
。
旬
の
農

産
物
販
売
や
安
曇
野
産
農
産
物
な
ど
が
当
た
る
大

抽
選
会
の
ほ
か
、
夜
店
を
開
く
な
ど
幅
広
い
世
代
の

来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

組
合
員
や
地
域
住
民
と
の
交
流
を
目
的
に
平
成

24
年
か
ら
始
ま
り
12
回
目
。
総
代
や
Ｊ
Ａ
あ
づ
み
青

壮
年
部
、
同
Ｊ
Ａ
女
性
部
、
Ｊ
Ａ
職
員
約
50
人
が
揃
い
の
ポ
ロ

シ
ャ
ツ
や
法
被
を
着
て
、
来
場
者
約
５
５
０
人
を
出
迎
え
ま
し

た
。

総
務
開

発
事
業
部

総
務
課
組

織
く
み
あ
い
員
セ
ン
タ
ー
は
「
親
子
で
食
農
！
農
家
見
学
ツ
ア
ー
」

を
初
め
て
開
き
ま
し
た
。管
内
在
住
の
地
域
住
民
を
対
象
に
参
加

者
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、５
家
族
11
人
か
ら
申
し
込
み
い
た
だ
き
ま

し
た
。

参
加
者
は
、果
樹
園
な
ど
で
収
穫
体
験
し
た
後
、農
産
物
直
売
所

「
安
曇
野
ス
イ
ス
村
ハ
イ
ジ
の
里
」の
食
育
ル
ー
ム
で
地
場
産
の

果
物
を
使
っ
た
デ
ザ
ー
ト
作
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
あ
づ
み
北
穂
高
夏
祭
り
実
行
委
員
会
（
＝
武

井
重
夫
委
員
長
）
は
、
安
曇
野
市
の
北
穂
高
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
構
内
で
「
北
穂
高
夏
祭
り
」
を
開
き
ま

し
た
。
旬
の
農
産
物
や
Ａ
コ
ー
プ
商
品
の
販
売
、
ス

ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
な
ど
の
縁
日
の
ほ
か
、
協
賛

企
業
10
社
の
景
品
が
当
た
る
大
抽
選
会
が
行
わ
れ
、

多
く
の
組
合
員
や
家
族
連
れ
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

武
井
委
員
長
は
「
今
後
も
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
を

核
に
、
組
合
員
や
地
域
住
民
ら
と
交
流
す
る
機
会
を
増
や
し
て

い
き
た
い
」
と
意
気
込
み
ま
し
た
。

果
実
中
央
選
果
所
で
、
り
ん
ご
の
早
生
種
の
主
力

「
サ
ン
つ
が
る
」を
初
出
荷
し
ま
し
た
。令
和
６
年
産
は

春
先
の
凍
霜
害
の
影
響
も
な
く
豊
作
傾
向
。
梅
雨
明
け

後
の
好
天
に
恵
ま
れ
、
食
味
・
熟
度
と
も
に
良
好
で
す
。

選
果
所
で
は
、
選
果
員
約
20
人
が
傷
の
有
無
や
色
を

確
認
し
、
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ヤ
ー
に
載
せ
る
と
、
セ
ン
サ

ー
や
カ
メ
ラ
が
果
実
の
糖
度
や
大
き
さ
、
色
づ
き
を
自

動
で
判
定
。
４
等
級
に
分
け
て
箱
詰
め
し
ま
し
た
。

初
日
は
１
８
０
０
ケ
ー
ス
（
1
㌜
＝
10
㌔
）
を
首
都
圏
や
中
京
、

関
西
、
九
州
市
場
に
出
荷
。
令
和
６
年
は
前
年
対
比
約
４
万
ケ
ー

ス
増
の
14
万
２
４
４
０
ケ
ー
ス
の
出
荷
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

梓
川
支
所
く
み
あ
い
員
課
は
、
松
本
市
の
倭
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
で
夏
休
み
特
別
企
画
「
ベ
ネ
チ
ア
ン

ガ
ラ
ス
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り
教
室
」
を
開
き
、
組
合

員
や
地
域
住
民
ら
24
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
の
太
田
敏
子
さ
ん
ら
を
講
師
に
招
き
、

和
気
あ
い
あ
い
と
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り
を
楽
し
み

ま
し
た
。

同
課
の
那
須
野
郁
子
さ
ん
は
「
人
気
だ
っ
た
の
で

今
後
も
ま
た
開
催
す
る
予
定
。
毎
月
、
体
操
教
室
な
ど
も
開
催

し
て
い
る
の
で
誰
で
も
気
軽
に
参
加
し
て
欲
し
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

梨
の「
幸
水
」出
荷
ス
タ
ー
ト　

豊
作
基
調
で
食
味
良
好

第
12
回
有
明
地
区
夏
祭
り　

Ｊ
Ａ
ら
し
い
イ
ベ
ン
ト
実
施

親
子
で
農
家
見
学
ツ
ア
ー
開
催　

地
産
地
消
ま
る
ご
と
体
験

北
穂
高
夏
祭
り　

多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
う

り
ん
ご
の
早
生
種「
サ
ン
つ
が
る
」出
荷
始
ま
る　

豊
作
傾
向
・
食
味
良
好

ベ
ネ
チ
ア
ン
ガ
ラ
ス
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り
教
室　

家
族
で
夏
の
思
い
出
づ
く
り

8月
18日

8月
10日

8月
17日

8月
9日

8月
2日

8月
6日

▲傷の有無などを確認する選果員 ▲傷の有無や色づきを確かめ選果機に流す選果員 ▲収穫のポイントを伝える農家（中央）

▲販売ブースで農産物を品定めする来場者㊧▲アクセサリー作りに励む参加者たち▲夏祭りを盛り上げたこだまの会による合唱
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秋
作
そ
菜
品
目
に
つ
い
て

　

お
盆
以
降
の
秋
作
と
春
作
で
は
、
日

照
時
間
が
異
な
り
ま
す
。
播
種
時
期
が

遅
れ
る
と
健
全
な
栽
培
が
難
し
く
な
り

ま
す
。
早
生
玉
ね
ぎ
等
は
、
播
種
時
期

が
９
月
上
旬
と
限
ら
れ
て
い
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

９
月
か
ら
栽
培
す
る
品
目
は
、
秋
雨

の
影
響
に
よ
る
湿
害
・
病
害
の
発
生
対

策
の
為
に
は
、
高
畝
・
マ
ル
チ
被
覆
に

よ
る
泥
は
ね
防
止
を
考
慮
し
た
圃
場
作

り
も
大
切
で
す
。

９
月
に
播
種
・
定
植
が
お
勧
め
の

そ
菜
品
目
を
ご
紹
介
し
ま
す

◆
玉
ね
ぎ

　

９
月
上
中
旬
に
播
種
を
行
い
、
10
月

下
旬
～
11
月
上
旬
が
定
植
期
と
な
り
ま

す
。
適
期
に
定
植
す
る
こ
と
が
収
穫
量

を
確
保
す
る
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
ま
た
、

定
植
時
は
小
さ
い
苗
を
選
抜
す
る
こ
と

を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

◆
小
松
菜
・
ほ
う
れ
ん
草

　

秋
は
青
物
野
菜
が
少
な
く
な
り
ま
す
の

で
栽
培
す
る
こ
と
で
重
宝
さ
れ
ま
す
。
発

芽
・
発
芽
後
の
生
育
に
は
、
十
分
な
水
分

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
初
期
生
育
を
揃
え

る
た
め
、
播
種
後
は
パ
オ
パ
オ
等
の
被
覆

資
材
を
ベ
タ
掛
け
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
カ
ブ

　

乾
燥
後
に
、
急
激
に
水
分
を
吸
収
す
る

と
割
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。
降
雨
が
な
く

乾
燥
す
る
日
が
続
く
場
合
は
、
こ
ま
め
に

潅
水
し
、
圃
場
が
常
に
水
分
を
抱
い
て
い

る
状
態
を
保
つ
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

カ
ブ
表
面
の
傷
の
ほ
と
ん
ど
は
キ
ス
ジ
ノ

ミ
ハ
ム
シ
に
よ
る
食
害
で
す
。
予
防
す
る

た
め
に
は
、
播
種
時
に
土
に
混
ぜ
る
タ
イ

プ
の
殺
虫
剤
が
効
果
的
で
す
。

※
詳
し
く
は
各
地
域
営
農
セ
ン
タ
ー
又

は
、
各
地
区
担
当
指
導
員
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
梓
川
地
域
営
農
セ
ン
タ
ー　

唐
澤　

久
智
）

『
適
期
収
穫
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
』

今
月
は
、
り
ん
ご
を
は
じ
め
、
梨
や

ぶ
ど
う
の
収
穫
作
業
が
続
き
ま
す
。
品

種
ご
と
の
成
熟
特
性
（
外
観
、
食
味
、

品
質
）
を
確
認
し
、
適
期
収
穫
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

り
ん
ご

つ
が
る
の
収
穫
が
終
盤
を
迎
え
、中
・

晩
生
種
は
収
穫
前
管
理
が
始
ま
り
ま

す
。
葉
摘
み
作
業
の
前
に
徒
長
枝
切

り
、
枝
吊
り
、
支
柱
立
て
等
を
行
い
、

樹
冠
内
部
ま
で
日
光
が
入
る
よ
う
管
理

し
て
下
さ
い
。
葉
摘
み
作
業
は
、
果
実

の
陽
光
面
が
着
色
し
て
き
た
頃
よ
り
始

め
て
下
さ
い
。
シ
ナ
ノ
ス
イ
ー
ト
の
心

か
び
果
の
除
去
を
行
っ
て
い
な
い
園
で

は
、
早
期
着
色
果
の
除
去
を
行
っ
て
下

さ
い
。

梨
幸
水
の
収
穫
か
ら
豊
水
・
サ
ン
セ
ー

キ
・
南
水
と
収
穫
が
続
き
ま
す
。
適
期

収
穫
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

ぶ
ど
う

ナ
ガ
ノ
パ
ー
プ
ル
、
巨
峰
、
ピ
オ
ー

ネ
、
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
、
ク
イ
ー
ン

ル
ー
ジ
ュ
の
収
穫
期
と
な
り
ま
す
。
成
熟

状
況
を
確
認
し
な
が
ら
適
期
収
穫
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

桃
収
穫
終
了
後
に
礼
肥
を
施
肥
し
て
下
さ

い
。
穿
孔
細
菌
病
の
秋
期
感
染
予
防
の
た

め
、
９
月
中
旬
よ
り
２
回
防
除
を
実
施
し

て
下
さ
い
。
ま
た
、
９
月
の
上
中
旬
は
秋

期
剪
定
や
芽
接
ぎ
の
実
施
時
期
と
な
り
ま

す
。

プ
ル
ー
ン
、
す
も
も

収
穫
終
了
後
に
礼
肥
を
施
用
し
て
下
さ

い
。
コ
ス
カ
シ
バ
等
の
防
除
期
と
な
り
ま

す
の
で
、
幹
を
洗
う
よ
う
に
実
施
し
て
下

さ
い
。

詳
し
く
は
、
各
地
域
営
農
セ
ン
タ
ー
果

樹
指
導
員
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

安全・安心！！  健康農作物づくり  
豊かな安曇野の大地が育てる安全・安心な自然の恵み。皆さんと一緒に元気な農業をお手伝い！

（
梓
川
地
域
営
農
セ
ン
タ
ー
課
長
代
理　

榑
沼
友
和
）
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営農メモあづみ野豊穣

玄
米
の
品
質
維
持
の
た
め
に

適
期
刈
り
取
り
を
お
願
い
し
ま
す

今
年
も
高
温
傾
向
で
、
収
穫
時
期
が

早
ま
り
そ
う
で
す
。
す
で
に
コ
シ
ヒ
カ

リ
の
刈
り
取
り
が
始
ま
っ
て
い
る
水
田

も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
収
穫
作
業

の
遅
れ
の
無
い
よ
う
適
期
刈
り
取
り
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
適
期
収
穫
に
つ
い
て

刈
り
遅
れ
は『
胴
割
れ
粒
等
』の
品
質

低
下
を
招
き
ま
す
。収
穫
適
期
の
判
定
は

し
ょ
う
。
刈
り
取
っ
た
生
籾
は
速
や
か

に
乾
燥
機
に
入
れ
、
通
風
し
ま
す
。

気
温
の
高
い
時
に
刈
り
取
り
し
た
籾

は
穀
温
も
高
く
、
長
時
間
放
置
す
る
と

ム
レ
米
と
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

・
水
分
ム
ラ
、
水
分
変
動
に
注
意

こ
ま
め
に
水
分
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
籾

が
常
温
な
っ
て
か
ら
水
分
測
定
を
し
ま

し
ょ
う
。

・
乾
燥
時
の
胴
割
れ
に
注
意

急
激
な
乾
燥
作
業
は
、
胴
割
れ
米
の

原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、
３
～
４
時
間

程
度
常
温
通
風
し
て
か
ら
乾
燥
作
業
に

入
り
ま
し
ょ
う
。

帯
緑
色
籾
歩
合
と
積
算
温
度
に
よ
り
判

定
し
、
刈
り
取
り
の
目
安
と
し
ま
す
。

コ
シ
ヒ
カ
リ
で
は
帯
緑
色
籾
歩
合
が

10
％
（
１
穂
の
中
で
青
い
籾
が
お
お
よ

そ
10
粒
残
っ
て
い
る
位
）。
ま
た
は
、
積

算
温
度
で
９
０
０
℃
～
１
０
０
０
℃
が

適
期
刈
り
取
り
時
期
と
な
り
ま
す
。

※
各
地
区
に
積
算
温
度
計
を
設
置
し

て
い
ま
す
の
で
、
今
月
訪
問
日
に
て
配

布
し
て
お
り
ま
す
食
糧
専
門
委
員
会
発

行
『
稲
作
だ
よ
り
』
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
各
地
区
営
農
指
導
員
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

■
乾
燥
調
整

水
分
、
胴
割
れ
、
異
種
穀
粒
、
異
物
、

異
品
種
、
雑
草
稲
の
混
入
に
注
意
し
ま

・
籾
摺
り
は
乾
燥
終
了
後
、
穀
温
が
常

温
に
な
っ
て
か
ら
行
い
ま
し
ょ
う
。

※
す
で
に
収
穫
時
期
を
迎
え
、
何
か
と

多
忙
な
時
期
と
な
り
ま
す
。
少
し
の
無

理
や
不
注
意
が
重
大
な
事
故
に
つ
な
が

り
ま
す
。
農
機
具
の
事
前
整
備
・
点
検

を
十
分
に
行
い
、
安
全
作
業
を
心
が
け

て
下
さ
い
。
ま
た
残
暑
も
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
こ
ま
め
な
水
分
補
給
等
を
行

い
、
熱
中
症
等
に
ご
注
意
い
た
だ
き
収

穫
作
業
を
お
願
い
し
ま
す
。

雑
草
稲
や
雑
草
に
つ
い
て

刈
り
取
り
終
了
後
乾
燥
調
製
を
し
て

い
る
と
き
に
雑
草
稲
や
ク
サ
ネ
ム
・
ノ

ビ
エ
等
の
雑
草
種
子
の
混
入
の
確
認
が

さ
れ
た
場
合
に
は
、
次
年
度
対
策
を
踏

ま
え
、
各
地
域
の
指
導
員
に
ご
相
談
下

さ
い
。

（
三
郷
地
域
営
農
セ
ン
タ
ー
課
長
代
理　

逸
見　

守
信
）

▶
玄
米
調
整
見
本
。整
粒
75
％（
コ
シ
ヒ
カ
リ
）

　

玄
米
水
分
目
標
14
．５
％

▲画像はイメージです

帯緑色籾歩合10％（刈り取り始め）
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農繁期用（配達灯油・軽油）
特別値下げのお知らせ

９月１日（日）～10月31日（木）まで

３円/ℓ値下げ
「秋の農繁期にご使用される米乾燥機用の灯

油・軽油」に限り、特別値下げをいたします。
生産者の皆様、是非ご利用ください。

＜お問い合わせ先＞
灯油配送センター（☎ 0263-72-7811）

季節を暮らしのエッセンスに

ATMなどのサービスの一時休止について

休止日 休止時間 休止するサービス（※）

令和６年１０月５日（土） 18：00～翌9：00 一部取引休止（県内ＪＡのＡＴＭとＪＡネットバンク
サービスはご利用可能）

令和６年１０月１９日（土） 18：00～翌9：00 一部取引休止（県内ＪＡのＡＴＭとＪＡネットバンク
サービスはご利用可能）

　　　　　　〃 21：00～翌8：00 全取引休止

令和６年１１月２日（土） 18：00～翌9：00 一部取引休止（県内ＪＡのＡＴＭとＪＡネットバンク
サービスはご利用可能）

現金のお引き出しはお早めに
お客様にはご不便をおかけし誠に申し訳ございませんが、あらかじめ現金をお引き出しいただく等のご準備をお願い申し上げます。

※ＪＡ・店舗・ＡＴＭ・提携金融機関によっては、ご利用可能日、ご利用可能時間およびご利用可能サービスが異なるため、上記スケジュー
ル以外にもサービスをご利用いただけない場合がございます。詳しくは、窓口・ホームページ等でご確認ください。

いつもＪＡバンクをご利用いただきありがとうございます。
このたびＪＡバンクはお客様へのサービスや利便性の向上を目的としたシステム更改に伴い、誠に勝手な
がらＡＴＭ・ＪＡネットバンク等のサービスを一時休止させていただきます。
ご不便をおかけいたしますが、何卒ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

（※）休止するサービス：ＪＡバンクのＡＴＭ、コンビニ等のＡＴＭ、ＪＡネットバンクサービス、ジェイデビット

農
機
の
点
検
整
備
は

万
全
で
す
か

～
農
繁
期
対
応
致
し
ま
す
～

い
よ
い
よ
稲
刈
り
の
時
期
が
迫
っ
て

き
ま
し
た
。農
業
機
械
セ
ン
タ
ー
で
は
、

９
月
29
日
㈰
ま
で
、
日
曜
・
祝
日
も
休

ま
ず
農
繁
期
対
応
と
し
て
通
常
営
業
し

ま
す
。

（
天
候
状
況
に
よ
り
期
間
を
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
）

農
業
機
械
セ
ン
タ
ー
で
は
、
農
繁
期

対
応
中
、
一
条
刈
り
バ
イ
ン
ダ
ー
を
レ

ン
タ
ル
致
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
下

さ
い
。

点
検
・
整
備
・
修
理
・
レ
ン
タ
ル
に

つ
き
ま
し
て
は
、農
業
機
械
セ
ン
タ
ー
（
☎

73
―
６
８
８
６
）
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

い
よ
い
よ
収
穫
期

レ
ン
タ
ル
バ
イ
ン
ダ
ー
を

ご
用
意
し
て
お
り
ま
す

新米祭り＆彼岸花特集

と　き：9月21日（土）～23日（月）
ところ：安曇野スイス村ハイジの里
　　　 9：00～18：00（店頭15：00まで）
　毎年恒例「新米祭り」を開催いたします。期間
中は令和 6年産米を特価で販売するほか、彼岸花
特集（22日まで）や新米が味わえるお得なイベン
トなどを行います。詳しくはハイジの里へ。

安曇野スイス村ハイジの里 ☎ 0263-87-0812
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株式会社ジェイエイオート長野

ＪＡあづみオートパル
〒399-8211 安曇野市堀金烏川2660-1  TEL 0263-72-3708
詳しくは営業所スタッフまで

すまいる情報チャンネル

JAファームみどりの店からのお知らせ
　家庭で簡単に野菜を育ててみませんか？？みどりの店では、家庭菜園向けの肥料や資材等を豊富に取り揃え
ております。今月は、日当たりの良い室内やベランダなどで簡単に栽培できる商品をご紹介いたします。

発芽したブロッコリーの新芽には優れた栄養素が豊富に凝縮
されています。種まきから 7日～ 10日で収穫可能、室内で
は一年中栽培可能です。

　ブロッコリーの芽　20㎖【1 袋＝ 316 円】
初心者でも簡単、野菜の新芽を育てるスプラウト栽培容器

　リッチェル スプラウトファーム 24型N　【1個＝498円】

【1 個＝ 498 円】

【1 袋＝ 316 円】

ベランダや日当たりの良い室内でプランターなどを利用して
簡単に栽培できます。

　サラダレタスミックス 57㎖　【１袋＝ 316 円】
植物の生長に必要な水はけ・水もち・肥料もち・通気性を満
たすよう配合。土壌酸度（pH）も調整済みですので、石灰
等は不要ですぐ植え付けできます。1 袋でプランター（55 ～
65cm）約 2 個分です。

　花と野菜のJAファーム培養土25ℓ　【１袋＝698円】
【1 袋＝ 316 円】 【1 袋＝ 698 円】

※商品価格は 10％税込表示となっております。
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食と農の大切さを伝えますみんなのあした 食と農の大切さを伝えますみんなのあした

7月
25日あんしんして暮らせる里づくり目指して

当
Ｊ
Ａ
管
内
の
住
民
ら
で
つ
く
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
Ｊ
Ａ
あ
づ
み
く
ら
し
の
助
け
合
い

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
あ
ん
し
ん
の
活
動
「〝
あ

ん
し
ん
広
場
〟
生
き
活
き
寄
席
」
が
20
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。　

20
周
年
記
念
と
し
て
安
曇
野
ス
イ
ス
村

サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
で
開
い
た
寄
席
に
は
、
組

合
員
や
会
員
、
地
域
住
民
ら
約
１
８
０
人

が
参
加
。
林
家
一
門
に
よ
る
落
語
や
歌
手

に
よ
る
演
奏
が
披
露
さ
れ
、
会
場
は
笑
い

と
活
気
の
渦
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

あ
ん
し
ん
広
場
は
、
当
Ｊ
Ａ
の
組
合

員
や
地
域
の
お
年
寄
り
な
ど
が
会
員
と
な

り
、
体
操
や
折
り
紙
、
お
茶
な
ど
を
飲
み

な
が
ら
の
情
報
交
換
を
行
う
交
流
会
の
こ

と
で
、
高
齢
者
元
気
活
動
と
有
償
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
実
践
す
る
あ
ん
し
ん
が
運

営
し
、
合
言
葉
は
「
み
ん
な
繋
が
っ
て
い

る
。
地
域
か
ら
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
を
な
く
そ

う
」。い

く
つ
に
な
っ
て
も
地
域
で
元
気
に
暮

ら
し
、
生
き
が
い
づ
く
り
を
支
え
よ
う
と

い
う
こ
の
地
域
活
動
は
、
平
成
12
年
か
ら

活
動
検
討
会
が
始
ま
り
、
平
成
13
年
２
月

か
ら
試
験
的
に
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。　

活
動
が
本
格
化
す
る
な
か
、
会
員
か
ら

先
代
林
家
三
平
師
匠
の
夫
人
で
、
エ
ッ
セ

イ
ス
ト
な
ど
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
海
老

名
香
葉
子
さ
ん
の
講
演
が
聞
き
た
い
と
の

声
が
挙
が
り
ま
し
た
。
平
成
15
年
、
同
法

人
の
講
演
会
に
訪
れ
た
海
老
名
さ
ん
は
、

あ
ん
し
ん
の
活
動
に
共
感
し
て
「
安
曇
野

に
本
物
の
落
語
を
届
け
た
い
」
と
平
成
16

年
、
林
家
一
門
を
送
り
、
第
１
回
目
の
寄

席
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
６
年
に
20

周
年
の
節
目
を
迎
え
、
農
繫
期
の
忙
し
い

中
で
も
、
地
域
で
た
く
さ
ん
笑
っ
て
楽
し

め
る
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
海
老
名
さ
ん
に
よ
る
特
別
講

演
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
体
調
不
良

に
よ
り
断
念
。
来
年
は
出
演
し
た
い
と
の

思
い
が
綴
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
和
へ
の
願
い
を
込
め
て
海

老
名
さ
ん
自
身
が
作
詞
を
し
た
曲
「
バ
バ

ち
ゃ
ま
た
ち
は
伝
え
ま
す
」
を
歌
手
の

ジ
ョ
ン
・
グ
レ
ゴ
リ
さ
ん
が
演
奏
し
、
大

合
唱
が
巻
き
起
こ
り
ま
し
た
。

来
場
し
た
忠
地
恵
子
さ
ん
は
「
毎
年
楽

し
み
に
し
て
い
る
。
海
老
名
さ
ん
が
来
ら

れ
ず
残
念
だ
っ
た
が
、
今
年
も
た
く
さ
ん

笑
っ
て
楽
し
か
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

同
法
人
の
池
田
陽
子
理
事
長
は
「
地

域
の
人
々
の
お
か
げ
で
20
周
年
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
た
。
地
域
で
一
人
一
人
が
元

気
に
〝
あ
ん
し
ん
〟
し
て
暮
ら
せ
る
里
づ

く
り
を
目
指
し
て
活
動
を
続
け
て
い
き
た

い
」
と
意
気
込
み
ま
し
た
。

生
き
活
き
寄
席
20
周
年

▲出演者や参加者による合唱

▲落語や漫談が披露され会場は笑いの渦に
包まれた
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笑顔あふれる輝く毎日あしたへのあんしん

暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。
楡
で

は
、
利
用
者
さ
ん
と
一
緒
に
手
作
り

し
た
梅
ジ
ュ
ー
ス
が
出
来
上
が
っ
た

の
で
、
皆
で
飲
み
な
が
ら
夏
バ
テ
し

な
い
様
に
元
気
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

安
曇
野
市
高
家
に
蓮
の
花
を
見
ら
れ
る
場
所
が
あ

る
の
で
ド
ラ
イ
ブ
に
出
か
け
ま
し
た
。
綺
麗
な
ピ
ン

ク
の
大
輪
の
花
を
咲
か
せ
て
い
て
、
利
用
者
さ
ん
も

大
喜
び
で
し
た
。

施
設
内
で
は
、
七
夕
の
行
事
を
行
い
ま
し
た
。
折

り
紙
で
色
々
な
飾
り
を
手
作
り
し
、
色
と
り
ど
り
の

短
冊
に
思
い
思
い
の
願
い
事
を
書
き
ま
し
た
。
立
派

な
笹
の
木
に
利
用
者
さ
ん
と
一
緒
に
飾
り
付
け
し
ま

し
た
。
七
夕
の

歌
を
歌
い
、
願

い
事
が
叶
い
ま

す
よ
う
に
と
祈

り
ま
し
た
。

７
月
27
日
か
ら
31
日
に
か
け
て
施
設
内
で
夏
祭
り
を
行
い
ま

し
た
。
午
前
は
、
お
菓
子
や
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
の
ほ
か
、
輪
投
げ
や

畑
で
収
穫
し
た
野
菜
の
重
さ
を
当
て
る
ク
イ
ズ
な
ど
を
や
り
ま
し

た
。
お
菓
子
釣
り
コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
す
ご
い
、
一
度
に
二
つ
も

釣
れ
た
！
」
と
喜
ん
だ
り
、
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
コ
ー
ナ
ー
で
は
「
す
ぐ
紙
が
切
れ
ち

ゃ
っ
て
難
し
い
よ
」
と
悔
し
が
っ
た
り
大
は
し
ゃ
ぎ
で
し
た
。

午
後
は
、
２
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
歌
合
戦
。
懐
か
し
い
童
謡
唱
歌
を
順
番
に
選

ん
で
歌
い
ま
し
た
が
、「
上
手
じ
ゃ
な
い
か
ら
恥
ず
か
し
い
よ
」
と
言
い
な
が
ら
も
、

よ
く
知
っ
て
い
る
曲
ば
か
り
だ
っ
た
の
で
大
き
な
声
で
歌
い
ま
し
た
。

最
後
に
職
員
と
利
用
者
さ
ん
が
一
緒
に
な
っ
て
マ
ツ
ケ
ン
サ
ン
バ
を
踊
り
、
皆

さ
ん
と
大
盛
り
上
が
り
で
し
た
。

8 月 22 日、安曇野市の南穂高ふれあい
センターで第 15 回生き活き塾を開講しま
した。当塾の田中夏子アドバイザーを講師
にこれまでの活動を振り返りました。

福祉相談会のお知らせ
『日　時』　9月18日（水）　10時～12時
『場　所』　ＪＡあづみ南穂高ふれあいセンター
『内　容』　福祉の専門家（介護支援専門員・

介護福祉士）がわかりやすく相談
に応じます。※相談無料　予約優先

ご予約・問い合わせ先
　JAあづみ訪問介護事業所　0263-72-2148
　JAあづみ居宅介護支援事業所　0263-87-0380

令和6年度
「あんしんセミナー」のご案内

“自分のこと、ちょっと地域の事考えよう。
拡げよう地域の助け合い！”

月／日 曜日 演　題　　　講　師

5回 9月14日
午前10時～ 土

幸せと達者の自給を高める
講師：六季の食事学提唱
細井千重子さん

6回10月19日
午前10時～ 土

認知症を学ぶ・オレンジリン
グで支え合い
講師：安曇野市福祉部高
齢者介護課

〈セミナー会場〉
地域支え合いセンターあんしん

〒 399-8201　安曇野市南穂高 2728-1
参加費：各回 600円（一般 1,200 円）
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63

年金の専門家（社会保険労務士または年金相談員）
がわかりやすく相談に応じます。

夜間や週末も開催しております。お仕事帰りやお
休みの日にもお気軽にお越し下さい。

応募締切
9月20日㈮必着

① わらなどで編んで米や炭を詰めます
③「」や（）のこと
⑤ 長く連れ添った夫婦は似てくるとか
⑥ アキアカネ、オニヤンマといえば
⑦ からすみはボラなどの——を加工した

ものです
⑨ 食パンのふちの部分
⑪ 筒に強く息を送り込んで矢を飛ばします
⑬ 派手なところがありません
⑮ 明日の授業に備えて——をした
⑰ 房で売られる果物
⑲ 神の起こした洪水を箱舟で乗り越えま

した
⑳ 天竺牡丹（てんじくぼたん）とも呼ばれ

るキク科の花
� 一時的に寝ること

① 9 月 2 日は——の日。ハズレくじ対象
の抽選もあります

② ドミソとかドファラとか
③ 握りずしを数えるときに使う言葉
④ ミョウガはこの部分や若い茎を食べます
⑥ 前身は江戸です
⑧ 敬老の日に——へ日本酒を贈った
⑩ 素晴らしい考えのこと
⑫ 南の島に似合う植物
⑭ ——手振りを交えて説明した
⑯ 急須のお茶を注ぎます
⑱ ノブを持ってあけます

応募総数 47 通
　当選者　安曇野市　　竹内さん
　　　　　安曇野市　　安坂さん
　　　　　松 本 市　　齋藤さん

A.8 月号の答え

二重マスの文字をA～Ｅの順に並べて
できる言葉は何でしょうか？

Q.

正解の中から抽選で３名
の方に、JA まごころ商品
券（1,000円分）をプレゼン
トします。

（毎月 20 日頃発送）

（1）フライパンにトウモロコシ、鶏もも肉、ネギ、ニンニクを入れ、 
サラダ油を回しかけ、中火で両面に焼き色をつける。

（2）（1）のフライパンに料理酒、水、塩を入れ、中火で 30 分
ほどあくを取りながら煮込む。

（3）黒こしょうを入れて味を調え、細かく切った小松菜を入れて、 
器に盛り付け出来上がり。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ E
ト コ ロ テ ン

材料（4人分）

作り方

トウモロコシと
鶏モモ肉のスープ

（JA 広報通信より引用）

日　　時 場　所

9月18日（水）9：00～15：00 西穂高ふれあい
センター

10月15日（火）
17：00～19：00

三郷支所

16日（水） 有明出張所

17日（木）10：00～15：00 大野川ふれあい
センター

19日（土）10：00～16：00
穂高支所

堀金支所

22日（火）9：00～15：00 南穂高ふれあい
センター

トウモロコシ（皮をむいて4等分） 1本
鶏もも肉 （1枚を4等分） 2枚
ネギ （ 3cm幅） 1本
ニンニク（つぶす） 1片
サラダ油  大さじ1
料理酒  100㎖
水  1200㎖
塩  小さじ1と1/2
黒こしょう  適宜
小松菜  1/4わ
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編　集　後　記

考え事が多そうですが神経質
になり過ぎないように。土と
触れ合う時間が心を癒やして
くれます。観劇にツキ

多方面から頼りにされて大変
そうですが、やればやっただ
けのかいがあります。上昇運
です。前向きに捉えて

実り多い月。収穫を楽しみま
しょう。会合には出席を。楽
しいことには率先して取り組
んで。連絡を密にすると○

状況が次第に整ってきます。 
今のペースで進めて。変化を
うまく取り入れましょう。友
人との外出にツキ

戸惑うことがあって当たり
前。不測の事態が生じたとき
こそ落ち着いて。あなたの冷
静さが事態を鎮静化させます

済んだと思っていたことが
ひっくり返されることがあり
そう。アフターフォローを心
がけて。仕事優先が吉

せっかちになってしまいがち。 
喜んでもらえる話でも相手の
了承を得てから進めましょう。 

『報連相」が大事です

運勢は活気づき想定外の動き
がありそう。ドキッとしそうで
すが乗ってみるのも一興。長期
計画のスタートが吉

おいしいものを食べたり芸術
に親しんだり。秋を満喫する
と開運。友人との外出にもツ
キがあります。絵手紙が吉

急がば回れ。結果だけを追い
求めず過程も大切に。信頼関
係の構築を心がければ今後の
礎に。読書にツキあり

パワフルに過ごせます。今月
なら強気もプラスに。押して
みるのもアリ。心のフォロー
は忘れずに

いら立ちは抑えて。温和な態
度が周囲を和やかにし、あな
た自身にもいい流れが返って
きます。金運が良好

スクラム 8月23日現在

〈8月29日開催〉
●令和 6 年度　地区別総代懇談会の開催について　他

●直売所「安曇野スイス村ハイジの里」登録会員／ 731

理事会報告

　8月31日は野菜の日ということで、この夏、大活躍　8月31日は野菜の日ということで、この夏、大活躍
した野菜の豆知識をご紹介したいと思います。今回した野菜の豆知識をご紹介したいと思います。今回
は小松菜で簡単おひたしです！は小松菜で簡単おひたしです！
　小松菜のおひたしを作るには、さっとゆでる必要が　小松菜のおひたしを作るには、さっとゆでる必要が
あると思っていましたが、冷凍してから解凍することあると思っていましたが、冷凍してから解凍すること
でしんなりゆでたような食感になり、そのまま味付けでしんなりゆでたような食感になり、そのまま味付け
するだけで食べられます。一品付け足したいときにとするだけで食べられます。一品付け足したいときにと
ても重宝しました。ぜひ試してみてくださいね！ても重宝しました。ぜひ試してみてくださいね！

（Y・N）（Y・N）

孫
が
夏
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に
な
り

ま
し
た
が
、
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一

日
も
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か
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い
そ
う
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す
。
温
暖
化
の
影
響

な
の
で
し
ょ
う
か
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す
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（
安
曇
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ん
）

家
で
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て
た
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は
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て
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い
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感
じ
ま
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（
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ご
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）
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JAあづみHP

あづみ農業協同組合 SNS で旬な情報を投稿しています

◆刈り取り ◆乾　燥

◆籾　摺　り

帯緑色籾歩合による収穫時期の判定をし、刈り遅
れのないようお願いします。刈り取りは1穂中に緑
色の籾が10粒ある頃から5、6粒残る程度が刈り
取り適期です。適期刈り取り作業により高品質生産
を目指しましょう。
当 JAでは最適な刈り取り期を定めるため、地区
ごとに出穂からの平均気温を積算温度計で調査して
おります。詳しくは各地区営農指導員までお尋ね下
さい。

急な乾燥は、胴割れ米の発生を助長しますので、
十分ご注意下さい。

籾摺り前に再度水分測定を行って下さい。また、
「アラ」の混入をしない調製をお願いします。

※品種別登熟積算温度（刈り取りはじめの温度）

品　　　　種 積 算 温 度
あ き た こ ま ち ８８０℃
も ち ひ か り ８８０℃
ミ ル キ ー ク イ ー ン ９００℃
コ シ ヒ カ リ ９００℃

品種
玄米水分

等級目標 整粒歩合
目標 限度

うるち米 14.5％ 15.0％ １等 80％以上目標

酒　　米 14.5％ 15.0％ １等 80％以上目標

も ち 米 14.5％ 15.0％ １等 80％以上目標

※コシヒカリは、仕分検査（整粒 75％以上と 74 ～ 70％）
を実施します。また、胴割粒の混入割合 5％仕分検査も同
時実施します。


